
『大
東
文
化
大
学
紀
要
』

第
四
十
九
号

〈人
文
科
学
〉
〈抜
刷
〉

平
成
二
十
二
年
二
月
　
発
行

秩
父
万
葉

「大
伴
部
小
歳
」
の
歌
碑
に
つ
い
て

日
　
士
口
　
盛
　
幸

＞
∽
い〓
０
「
ｏ
鴫
ミ
Ｆ
さ

ｏヽ
り
ヽ
ミ
一目
Ｑ
卜
計
卜
導
ヽ
「
●
咀
●
目
〓
０
ミ
ゴ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
”
闘

０
お
り
ヽ
■

詭σ
「
絆
”
目
Ｆ
”

“
目
ｏ
Ｏ
「
“Ｕ
眸
”
Ｏ
目

壼
目
だ
バ
）
∽
壼
目

】≦
【〇
【
い。Ч
Ｃ
Ｆ
”
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秩
父
万
葉
「
大
伴
部
小
歳
」
の
歌
碑
に
つ
い
て

日

吉

盛

幸

A
S
tu
d
y
o
f
M
anyoshu

in
C
hichibu

regio
n

"O
H
T
O
M
O
B
E

O
toshi"

fo
r
tan

ka
in
scrip

tio
n

H
I
Y
O
S
H
I

M
o
r
i
y
u
k
i

昨
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
に
、
大
東
文
化
大
学
の
長
期
研
修
期
間
制
度
を
取
得
し
、
次
表
に
示
す
が
ご
と
き
、
東
国
に
お
け
る
万
葉
古
碑
の
う
ち
一
部
を
除
き
、

＊
①

実
地
に
踏
査
し
、
ほ
ぼ
調
査
し
終
え
「
報
告
書
」
を
別
途
提
出
し
た
。

東
国
に
お
け
る
万
葉
古
碑
一
覧

参
考
①

寛
永

16
4
3

（
江
戸
）

寛
永
本
刊
行

万
葉
集
の
木
版
本
と
し
て
流
布
し
、
昭
和
二
九(1

9
54

)

年
ご
ろ
ま
で
諸
書
の
底
本
と
な
る

20

№
１

元
禄

16
9
7

武
蔵

萬
葉
石
灯
籠

行
田
市
埼
玉
宮
前
、
前
玉
神
社
氏
子

10

参
考
②

寛
保
３

17
4
3

武
蔵

芭
蕉
句
碑
菊
塚

秩
父
市
、
三
十
三
番
札
所
「
菊
塚

武
州
菊
水
寺
ニ

在

涼
帒
建
」（
『
諸
国
翁
墳
記
』）

参
考
③

信
濃

芭
蕉
句
碑
薄
塚

長
野
市
、
西
光
寺
「
薄
塚

信
州
善
光
寺
ニ

在

連
中
建
」（
『
諸
国
翁
墳
記
』）

№
２

宝
暦
３

17
5
3

武
蔵

小
埼
沼
歌
碑

行
田
市
埼
玉
、
忍
城
主
阿
部
正
因
建
、
平
岩
知
雄

書

№
３

天
明
２

17
8
2

下
総

葛
飾
早
稲
の
歌
碑

三
郷
市
、
林
諸
鳥
書
（
不
明
）

№
４

文
化
２

18
0
5

武
蔵

玉
川
歌
碑
（
再
碑
）

調
布
市
多
摩
川
、
松
平
定
信
書
（
拓
本
に
よ
る
）

№
５

（
文
化
２
）

武
蔵

防
人
大
伴
部
小
歳
歌
碑

秩
父
市
下
吉
田
、
旧
碑
・
伝
梅
林
和
尚
書
、（
新
碑19

9
5

・
青
葉
佐
一
書
）
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参
考
④

文
化

18
1
5

上
野

青
山
岩
垣
沼
歌
碑

高
崎
市
榛
名
湖
町
、
天
神
峠
石
灯
籠
、
兼
道
標
、『
拾
遺
集
、
⑪
六
六
一
、
人
ま
ろ
』

12

№
６

文
政
４

18
2
1

武
蔵

詠
秋
野
花
歌
碑

墨
田
区
向
島
、
向
島
百
花
園
、
中
井
薫
堂
書

№
７

文
政
８

18
2
5

信
濃

防
人
神
人
部
子
忍
男
歌
碑

埴
科
郡
坂
城
町
、
会
地
早
雄
神
社
、
滝
沢
公
庵
建

お

う

ぢ

№
８

文
政

18
2
7

上
野

佐
野
舟
橋
歌
碑

高
崎
市
上
佐
野
町
、
良
翁
書
、
兼
「
舩
木
觀
音
」

10

№
９

文
政

18
2
8

上
野

さ
わ
た
り
の
歌
碑

吾
妻
郡
中
之
条
町
、
沢
渡
神
社
、
金
橘
如
水
書
。（
静
岡
市
説
あ
り
）

11

参
考
⑤

天
保
１

18
3
0

（
江
戸
）

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

林
述
斎
・
間
宮
士
信
ら
、181

0

年
起
稿
。1

8
30

年
完
成
。
全26

6

巻
。

こ
と
の
ぶ

№

天
保
６

18
3
5

陸
奥

安
太
多
良
歌
碑

二
本
松
市
落
合
、
安
斎
市
郎
兵
衛
建
、
兼
道
標

10
№

武
蔵

尾
埼
沼
歌
碑

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
尾
ヶ
﨑
新
田
、
旧
真
々
田
氏
邸
宅
内
、
小
埼
庵
素
泉
誌
（
不
明
）

11
参
考
⑥

天
保

18
41

上
野

青
山
岩
垣
沼
歌
碑

前
橋
市
紅
雲
町
、
厳
島
神
社
、『
拾
遺
集
、
⑪
六
六
一
、
人
ま
ろ
』

12

№

弘
化
２

18
45

武
蔵

曝
井
歌
碑

児
玉
郡
美
里
町
、
橘
守
部
識
、（
新
碑20

0
0

・
中
村
雲
龍
書
）
。（
常
陸
説
あ
り
）

12
№

安
政
２

18
55

陸
奥

黄
金
花
咲
の
歌
碑

白
石
市
福
岡
長
袋
、
長
袋
明
神
社
、
倉
田
耕
之
進
書
（
未
見
）

13
№

万
延
１

18
60

上
野

子
持
山
歌
碑

渋
川
市
北
牧
（
旧
北
群
馬
郡
子
持
村
）、
子
持
神
社
、
藍
沢
無
満
書

14

い
さ
さ
か
旧
聞
に
属
す
る
話
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
万
葉
古
碑
調
査
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
度
か
ら
同
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
度
の

三
年
度
に
亘
り
「
秩
父
市
大
学
講
座

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
専
門
講
座

秩
父
文
学
碑
探
訪
コ
ー
ス
」

＊
②

の
講
師
を
引
き
受
け
、
受
講
生
と
共
に
こ
の
地
方
の
文
学
碑
を
実
地

に
踏
査
を
し
な
が
ら
、
徹
底
的
に
調
査
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
時
の
成
果
に
は
、
た
だ
単
に
「
講
座
」
を
開
講
し
て
受
講
生
の
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
手
助
け
し
た

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
地
域
文
化
の
向
上
や
組
成
を
促
す
大
き
な
も
の
が
、
三
つ
あ
っ
た
。

１
．
秩
父
地
方
に
存
在
す
る
二
四
〇
余
碑
の
文
学
碑
の
刻
字
を
原
字
の
ま
ま
で
釈
読
し
、
う
ち
七
五
碑
を
精
撰
し
た
上
で
、
五
〇
碑
は
写
真
も
掲
載
し
た
「
ち
ち
ぶ
文

学
碑
マ
ッ
プ
」

＊
③

を
作
成
し
た
こ
と

２
．
秩
父
市
大
宮
の
埼
玉
県
立
秩
父
養
護
学
校
敷
地
内

＊
④

に
あ
っ
た
若
山
喜
志
子
「
の
び
急
ぐ

し
た
も
え
草
の

阿
さ
ミ
と
り

あ
や
ふ
く
ぞ
お
も
ふ

生
ひ
立
つ
子

等
を
」
の
歌
碑
を
、
羊
山
公
園
内
「
牧
水
の
滝
」
に
あ
る
若
山
牧
水
「
秩
父
町

出
は
づ
れ
来
れ
者

機
を
り
の

う
多
聲
つ
ゞ
く

古
り
し
家
並
尓
」
の
歌
碑
横

に
移
設
並
碑
し
、
比
翼
の
歌
碑
と
す
べ
き
運
び
を
つ
け
た
こ
と

３
．
同
市
下
吉
田
に
あ
る
万
葉
「
大
伴
部
小
歳
」
新
碑
の
釈
文
プ
レ
ー
ト
を
、
秩
父
市
と
の
合
併
を
契
機
に

＊
⑤

、
新
た
に
作
成
し
な
お
す
運
び
を
つ
け
た
こ
と
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で
あ
る
。
２
．
３
．
項
も
そ
の
の
ち
実
現
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

＊
⑥

本
稿
は
、
こ
の
「
ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
」
で
の
「
講
座
」
や
「
講
義
録
」
で
は
紙
幅
の
制
限
か
ら
触
れ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
柄
を
含
め
、
３
．
秩
父
万
葉
「
大

伴
部
小
歳
」
新
・
旧
歌
碑
の
碑
刻
原
文
と
新
碑
釈
文
プ
レ
ー
ト
作
成
に
い
た
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
新
歌
碑

秩
父
市
下
吉
田
あ
る
吉
田
小
学
校
校
庭
の
東
隅
に
、
こ
の
地
が
小
学
校
と
な
る
前
か
ら
の
木
で
、
旧
吉
田
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
、
樹
齢
八
〇
〇
年
を
超

え
る
と
い
う
大
欅
が
あ
る
。
こ
の
欅
の
大
木
に
対
峙
す
る
か
の
よ
う
に
校
庭
西
隅
に
万
葉
集
に
載
る
防
人
「
大
伴
部
小
歳
」
の
歌
碑
（
三
代
目
・
新
碑
）
が
あ
る
。

夙
に
、
青
葉
伊
左
吉
『
吉
田
歌
碑
』
に
よ
れ
ば
、

＊
⑦

明
治
四
十
二
年
吉
田
尋
常
高
等
小
学
校
敷
地
と
定
め
ら
れ
た
八
幡
神
社
は
県
社
椋
神
社

＊
⑧

に
合
祀
社
殿
と
と
も
に
奉
還
さ
れ
地
均
大
工
事
校
舎
建
築
で
現
様
相
と
な
っ

た
。
当
時
社
殿
裏
に
南
面
し
て
建
て
ら
れ
た
古
碑
が
移
さ
れ
て
現
校
庭
南
の
一
隅
に
す
え
か
え
て
、
後
年
雨
お
お
い
を
作
り
そ
の
保
存
に
力
め
て
今
日
に
至
っ
た
（
現

在
は
校
庭
の
西
隅
に
移
し
た
）
吉
田
歌
碑
で
あ
る
。

新碑（凝灰岩）高1860×幅1240×奥180
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と
、
古
碑
（
二
代
目
旧
碑
）
は
、
か
つ
て
あ
っ
た
「
八
幡
神
社
」
の
社
殿
裏
に
南
面
し
て
建
っ
て
い
た
の
を
、
敷
地
が
小
学
校
と
な
っ
て
か
ら
一
度
校
庭
の
南
隅
に
移
し
た

の
ち
、
更
に
西
隅
に
移
し
た
の
だ
と
い
う
。

現
在
、
こ
の
西
隅
に
建
っ
て
い
る
歌
碑
は
、
碑
陰
に
よ
れ
ば
「
吉
田
町
合
併
四
十
周
年
記

念
事
業
」

＊
⑨

の
一
つ
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
三
代
目
に
あ
た
る
新
碑
で
、

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
清
泉
寺
住
職
三
十
世
古
吟
梅
林
和
尚
の
揮
毫
に
よ
り
前
碑
に

模
し
て
再
建
す
る

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
前
碑
の
崩
れ
激
し
き
た
め
吉
田
町
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

長
青
葉
佐
一
の
揮
毫
に
よ
り
前
碑
に
模
し
て
再
建
す
る

と
刻
す
。
す
な
わ
ち
、
文
化
二
年
に
再
建
し
た
当
時
、
す
で
に
そ
れ
以
前
の
歌
碑
が
存
在
し
、

そ
れ
が
初
代
碑
と
な
る
。
因
み
に
、
平
成
七
年
三
代
目
と
な
る
新
碑
再
建
の
中
心
的
な
役
割

を
担
い
、
揮
毫
を
な
し
た
青
葉
佐
一
氏
は
前
述
の
青
葉
伊
左
吉
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
る
と
い

う
が
、
新
碑
の
右
傍
ら
に
は
碑
文
書
丹
者
と
同
筆
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
御
影
ら
し
き
石

に
嵌
め
込
ま
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
釈
文
プ
レ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

今
、
書
丹
文
字
の
位
置
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
便
宜
上
、
行
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、

縦
文
字
列
数
に
算
用
数
字
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
上
図
と
な
る
。
小
学
校
の
校
庭
に
あ
る
と
い

う
配
慮
で
、
児
童
に
も
理
解
し
易
く
す
る
た
め
な
の
釈
読
で
あ
ろ
う
か
、

Ａ
５
、
Ｂ

「
乎
」
を
「
お
」

11

Ｅ
３
「
豆
」
を
「
ず
」

Ｅ
５
「
比
」
を
「
い
」

と
、
ま
た
左
注
に
お
い
て
も
「
丁
」「
お
の
こ
」
、「
大
」
を
「
お
お
」
、「
少
」
を
「
お
」
と
、

刻
字
し
た
原
文
の
漢
字
に
口
語
に
よ
る
現
代
仮
名
遣
い
で
訓
を
添
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
乙

類
仮
名
「
気
」
に

、
、

ケ

Ｂ
８
「
気
」
は
「
け
」、
Ｄ
７
で
は
「
き
」

新碑碑陰 平成７（1995）年再建改修前の新碑釈文プレート影印
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を
当
て
、
更
に
、
最
も
不
審
な
の
は
、

Ｄ

「
利
」
に
「
れ
」

14

と
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
碑
刻
文
字
と
そ
の
訓
読
を
考
察
す
る
に
は
、
「
前
碑
に
模
し
」
て
「
文
化
二
年
」
に
「
再
建
」
さ
れ
た
と
い
う
二
代
目
に
あ
た
る

旧
碑
を
、
ま
ず
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
三
度
の
移
設
を
経
て
、
二
代
目
と
な
る
旧
歌
碑
が
「
吉
田
歴
史
民
俗
史
料
館
」
庭
に
あ
る
。

二
、
旧
歌
碑

二
代
目
に
あ
た
る
旧
歌
碑
は
、
東
国
の
万
葉
古
碑
の
中
で
も
、
高
さ
１
５
８
０
×
幅
８
９
０
×
奥
行
１
１
５
／
㍉
と
、
比
較
的
大
き
な
碑
で
あ
る
。
石
碑
は
、
同
地
区
に

あ
る
芭
蕉
没
後
の
五
十
回
忌
、
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
に
建
て
ら
れ
た
「
菊
塚
」（
「
一
覧
」
参
考
②
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
概
し
て
中
央
部
付
近
か
ら
下
部
に
か
け

て
長
い
歳
月
の
間
（
二
〇
一
〇
年
現
在
、
約
二
六
〇
余
年
）
に
傷
み
、
下
部
ほ
ど
損
傷
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
旧
碑
は
、
新
碑
建
設
当
時
の
一
九
九
五
年
に
す
で
に

一
九
〇
年
を
経
て
い
た
が
、
刻
字
底
の
稜
線
が
Ｖ
字
形
の
薬
研
彫
り
で
、
力
強
い
緊
張
感
を
与
え
て
は
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
長
い
歳
月
に
加
え
て
、
大
正
十
二
（
一
九
二

三
）
年
の
関
東
大
震
災
の
難
を
受
け
、
左
上
部
か
ら
中
央
部
を
よ
ぎ
り
右
下
部
に
か
け
て
斜
め
に
深
く
亀
裂
を
生
じ
、
一
度
大
き
く
ず
れ
込
ん
だ
の
を
元
の
位
置
に
戻
し
た

の
だ
と
い
う
か
ら
、
そ
の
痛
々
し
さ
を
感
ぜ
ず
に
は
お
か
な
い
。
因
み
に
、
土
屋
文
明
『
萬
葉
紀
行
』
に
、
改
め
て
昭
和
十
八
年
八
月
に
実
見
し
た
お
り
に
は
、
下
部
七
文

字
が
蝕
し
て
い
た
と
い
う
。

＊
⑩

次
に
掲
載
し
た
拓
本
は
、
英
数
と
罫
線
は
私
に
入
れ
た
が
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
代
に
採
拓
し
た
と
い
う
田
村
泰
秀
ら
『
萬
葉
の
碑
』

＊
⑪

に
よ
っ
た
。
碑
は
赤
平
川
の
「
ご
ば
ん
岩
」
と
い
う
比
較
的
も
ろ
い
砂
岩
で
、
吉
田
小
学
校
か
ら
「
吉
田
歴
史
民
俗
史
料
館
」
庭
に
三
度
目
の
移
設
を
し
た
の
ち
に
、
な
お

一
層
、
激
し
く
剥
落
し
、
新
碑
刻
字
位
置
、
Ａ

「
和
」
・
Ａ

「
須
」
・
Ａ

「
禮
」
、
Ｂ

「
禰
」
・
Ｂ

「
思
」
（
「
之
」
）・
Ｂ

「
奈
」
、
Ｃ

「
等
」
・
Ｃ

「
可
」
・

12

13

14

12

13

14

12

13

Ｃ

「
之
」、
Ｄ

「
波
」
・
Ｄ

「
奈
」
・
Ｄ

「
利
」（
「
禮
」
）、
の
計
十
二
文
字
が
欠
損
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

14

12

13

14

碑
陰
ら
し
き
も
の
は
、
明
ら
か
に
薬
研
彫
り
と
は
思
え
な
い
後
代
の
稚
拙
な
加
刀
で
「
文
化
」
の
文
字
を
刻
す
（
次
写
真
左
下
）。
前
掲
『
吉
田
歌
碑
』
に
、

当
町
田
中
氏
所
蔵
の
古
文
書
に
八
幡
宮
縁
起
牒
と
い
う
の
が
あ
る
、
慶
長
五
年
以
降
享
保
十
一
年
ま
で
の
殿
宇
等
修
理
に
関
す
る
記
録
は
詳
細
を
極
め
た
貴
重
な
文
献

で
あ
る
が
社
殿
裏
に
あ
る
歌
碑
に
つ
い
て
は
一
筆
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

＊
⑫

と
記
し
、
ま
た
、
再
建
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
町
の
巨
刹
龍
峯
山
清
泉
寺
の
檀
徒
小
杉
弥
左
衛
門
、
小
櫃
又
兵
衛
の
両
氏
が
古
碑
の
崩
れ
た
の
を
な
げ
き
同
寺
の
住
職
三
十
世
古
吟
梅
林
和

尚
の
揮
毫
に
よ
り
前
碑
に
模
し
て
再
建
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
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と
述
べ
て
い
る
。
文
章
は
、
檀
徒
二
名
の
記
述
を
除
け
ば
、
新
碑
碑
陰
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

一
方
、
新
碑
揮
毫
者
の
青
葉
佐
一
氏
が
、
清
泉
寺
歴
代
の
和
尚
に
つ
い
て
書
き
表
し
た
地
方
文
書
『
清
泉
寺
夜
話
』
に
、

廿
七
世
の
法
弟
と
し
て
当
時
に
仕
え
天
保
元
年
よ
り
天
保
十
四
年
代
の
住
職
と
な
り
ま
し
た

マ
マ

當
寺

文
政
六
癸
未
年
八
月
「
清
泉
寺
開
山
世
代
歳
暦
門
葉
改
之
帳
」
を
記
録
し
ま
し
た

丗
世

香
吟
梅
林
大
和
尚

又
吉
田
小
学
校
庭
の
町
指
定
文
化
財
「
防
人
歌
碑
」
の
筆
者
と
伝
え
る
人
で
あ
り
ま
す

（
古
吟
梅
林
と
も
伝
う
）

自
分
迠
の
寺
の
記
録
を
残
し
な
が
ら
本
人
の
没
年
は
不
明
で
あ
り
ま
す
が

天
保
十
四
年
没
し
た
と
察
せ
ら
れ
ま
す

と
見
え
る
。
旧
碑
が
「
文
化
二
年
の
再
建
」
で
、
揮
毫
者
が
清
泉
寺
「
古
吟
梅
林
和
尚
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
伝
聞
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
、
要
す
る
に
、
旧
碑
が
「
文
化
二
年
」
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
「
改
設
者
の
一
人
で
あ
る
小
杉
家
に
伝
わ
る
」
（
『
吉
田
歌
碑
』
）、
口
頭
に
基
づ
い
た
伝
承
に

よ
る
も
の
で
、
文
書
資
料
な
ど
で
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
旧
碑
の
再
建
記
事
が
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』（
「
一
覧
」
参
考
⑤
）
に
載
る
こ
と
、
東
国
各
地
で
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
成
立
以
前
に
、
万
葉
歌
碑
の
建
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
更
に
、
寛
永
二
十
年
（
一

六
四
三
）
刊
行
の
木
活
版
『
寛
永
本
』
（
「
一
覧
」
参
考
①
）
が
流
布
し
、
契
沖
『
代
匠
記
』
、
季
吟
『
拾
穂
抄
』
な
ど
元
禄
か
ら
始
ま
る
江
戸
期
万
葉
学
の
隆
盛
時
代
と
重

昭和57年以前の拓本（『萬葉の碑』）

碑陰「文化」

薬
研
彫
り
刻
線
「
之
麻
豆
多
」
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な
る
こ
と
、
な
ど
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
旧
碑
の
再
建
が
文
化
期
ご
ろ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
首
肯
で
き
よ
う
。

三
、
地
誌

総
合
的
地
誌
で
あ
る
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
以
下
、『
風
土
記
稿
』
と
称
す
）
は
、
徳
川
幕
府
官
撰
の
武
蔵
国
二
十
一
郡
全
域
を
網
羅
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
保
元
（
一

八
三
〇
）
年
に
林
述
斎
・
間
宮
士
信
ら
に
よ
っ
て
上
呈
さ
れ
、
起
稿
か
ら
二
十
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
編
纂
作
業
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
精
度
に
差
異
が
見
ら
れ
る
事

例
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
全
巻
末
に
あ
た
る
「
巻
之
二
百
四
十
六
」
か
ら
「
巻
之
二
百
六
十
五
」
ま
で
に
あ
る
「
原
胤
廣
編
し
、
文
政
八
年
成
」（「
首
巻
例
義
」
）

っ
た
、
秩
父
郡
の
記
述
は
、
こ
と
の
ほ
か
詳
細
を
究
め
て
い
る
。
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
当
時
の
内
務
省
地
理
局
が
活
字
版
を
発
行
し
、
現
在
普
及
し
て
い
る
同
書

＊
⑬

は
、
こ
れ
を
元
版
と
し
て
い
る
。
活
字
化
の
際
、

＊
⑭

多
く
の
誤
植
を
免
れ
え
な
か
っ
た
が
、
秩
父
郡
「
總
説
」
に
、

＊
⑮

【
萬
葉
集
】
に
載
て
防
人
の
國
歌
に
、
武
蔵
國
秩
父
郡
人
助
丁
大
伴
部
少
歳
が
よ
め
る
、
お
ほ
ぎ
み
の
み
こ
と
か
し
こ
し
こ
み
う
つ
く
し
き
、
ま
こ
か
て
は
な
れ
し

マ
マ

マ

マ

ま
つ
だ
ひ
ゆ
く
、
此
人
も
上
世
に
は
郡
中
に
住
せ
し
人
な
れ
ど
、
其
舊
地
も
知
る
べ
か
ら
ず
、
土
人
云
吉
田
村
邊
に
住
せ
り
と
て
、
下
吉
田
村
八
幡
の
社
地
に
碑
を
た

マ

マ

て
、
【
萬
葉
歌
】
二
首
を
え
れ
り
、
按
ず
る
に
上
吉
田
村
の
小
名
大
棚
部
と
稱
す
る
は
、
若
く
は
少
歳
が
住
せ
し
地
に
し
て
、
伴
と
棚
と
を
誤
り
用
ひ
し
に
は
あ
ら
ず

や
、
さ
れ
ど
も
何
の
據
な
け
れ
ば
當
れ
り
と
も
思
は
れ
ず
、
同
集
に
載
す
る
よ
み
人
し
れ
ぬ
國
歌
に
、
む
さ
し
ね
の
お
み
ね
み
か
く
し
わ
す
れ
ゆ
く
、
き
み
が
な
か
け

て
あ
お
ね
し
な
く
る
、
此
歌
に
秩
父
と
云
こ
と
は
な
け
れ
ど
、
武
藏
禰

一
に

根

と
詠
じ
け
る
は
秩
父
峯
の
こ
と
に
て
、
禰
と
根
と
も
に
字
義
に
よ
ら
ず
、
嶺
と
い
へ
る
こ
と

を
略
語
せ
し
和
訓
な
り

國
中
に
高
山
あ
る
は
本
郡
な
る
こ
と
は
論
な
く
、
峨
々
た
る
尖
峰
峻
嶽
環
廻
し
て
武
蔵
峰
な
る
こ
と
知
ら
れ
け
り
、
又
云
根
と
云
こ
と
を
山

中
の
方
言
に
、
尾
根
或
は
曾
根
な
ど
云
も
、
皆
峰
と
い
へ
る
こ
と
に
し
て
、
尾
上
又
は
峯
上
と
書
て
も
お
の
へ
と
和
訓
せ
し
を
知
べ
し

と
下
吉
田
村
八
幡
の
社
地
に
【
萬
葉
歌
】
二
首
の
歌
碑
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。「
總
説
」
に
述
べ
る
と
お
り
、
後
続
の
「
秩
父
郡
之
十
五
」「
○
下
吉
田
村
」
条
に
は
、

古
城
址

小
名
町
に
あ
り
、
秩
父
十
郎
武
綱
の
城
跡
と
云

今
八
幡
社
あ
り
、
猶
八
幡
社
の
條
に
出
せ
り
、

椋
神
社
（
詳
細
略
）
○
若
宮
八
幡
神
社
（
中
略
）
拝
殿

五
間
に
二
間
半
、

小
名
町
に
あ
り

こ
の
社
地
は
秩
父
十
郎
武
綱
の
城
跡
な
り
と
云
ふ
、
町
よ
り
一
段
高

く
、
吉
田
川
及
び
吉
田
町

を
眼
下
に
見
下
し
、
眺
望
い
と
よ
し

武
綱
霊
神
社

天
神
社

社
に
向
ひ
左
の
方
に
碑
あ
り
、
徃
昔
の
碑
は
崩
れ
た
る
に
よ
り
て
、

近
き
頃
古
碑
の
ま
ゝ
を
模
し
て
、
彫
り
た
る
と
云
、
下
に
図
す

と
、
椋
神
社
の
末
社
で
あ
る
若
宮
八
幡
神
社
は
、
秩
父
十
郎
武
綱
の
城
跡
で
、
そ
の
天
神
社
の
「
社
に
向
ひ
左
の
方
に
碑
あ
り
、
徃
昔
の
碑
は
崩
れ
た
る
に
よ
り
て
、
近
き

頃
古
碑
の
ま
ゝ
を
模
し
て
、
彫
り
た
る
と
云
、
下
に
図
す
」
と
記
す
（
左
上
図
）。

こ
の
碑
の
図
録
を
見
て
感
じ
る
こ
と
は
、
旧
碑
の
実
物
に
あ
り
、「
總
説
」
に
も
「
【
萬
葉
歌
】
二
首
を
え
れ
り
」
と
し
な
が
ら
、
何
故
に
一
首
目
と
二
首
目
を
区
分
し
て

い
る
○
印
が
な
い
の
か
、
ま
た
、
左
注
の
部
分
の
「
右
一
首
」
を
欠
い
て
い
る
の
か
、
の
疑
問
を
感
ぜ
ず
に
は
お
か
な
い
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、「
總
説
」
を
書
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い
た
人
物
と
「
秩
父
郡
之
十
五
」
に
図
録
を
書
い
た
人
物
と
は
別
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
總
説
」
で
は
「
【
萬
葉
歌
】
二
首
」
を
す
べ
て
平
仮
名
で
表
記
し
て
い
る

し
、
集
中
に
は
「
筑
波
根
」
（
⑧
一
四
九
七
の
み
）
、
「
筑
波
禰
」
（
⑭
三
三
八
八
な
ど
）

は
あ
っ
て
も
「
武
藏
禰

一
に

根

」
と
集
中
で
は
あ
り
え
な
い
「
根
」
表
記
を
挙
げ
て
、「
略
語

せ
し
和
訓
な
り
」
と
解
釈
を
加
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
異
伝
歌
「
武
蔵
禰
能
」

の
本
歌
で
あ
る
万
葉
集
巻
第
十
四
相
模
国
の
相
聞
「
相
模
禰
乃
」（
⑭
三
三
六
二
）
の
歌

で
『
仙
覚
抄
』
な
ど
の
注
釈
書
が
「
サ
カ
ミ
ネ
」
と
「
根
」
の
注
を
施
し
て
る
こ
と
な

相

模

根

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
図
録
を
書
い
た
人
物
は
、
各
郡
村
に
実
地
に
出
向
い
て
地
誌
取
調
書
を
作
成

し
た
人
物
で
、
こ
の
二
首
の
詠
者
に
対
す
る
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
碑
文
中
央
の

○
印
を
挟
ん
で
二
首
の
和
歌
が
あ
る
こ
と
に
は
気
づ
い
た
が
、
二
首
あ
る
の
に
「
右
一

首
」
と
あ
る
こ
と
に
不
審
を
も
ち
、
○
印
と
「
右
一
首
」
と
を
意
識
的
に
取
り
去
っ
て

図
録
を
し
た
、
と
推
測
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
旧
碑
の
図
録
は
、
活
字
版
『
風
土
記
稿
』
の
基
と
な
っ
た
、
国
立

公
文
書
館
蔵
浄
書
献
上
正
写
本
、
同
副
写
本
は
無
論
の
こ
と
、
無
窮
会
図
書
館
蔵
写
本
、

＊
⑯

『
秩
父
志
』

＊
⑰

五
（
「
八
幡
庄
」
）
に
も
あ
る
。
以
下
、
図
録
を
掲
載
し
考
察
を
加
え
て
み

よ
う
。

各
図
録
の
歌
碑
の
大
き
さ
で
、
丈
長
さ
を
「
長
五
尺
二
寸
五
分
」（
１
５
９
０
／
㍉
）

と
す
る
の
は
、
献
上
正
本
、
副
本
、
無
窮
会
本
、
活
字
本
が
同
じ
で
、『
秩
父
志
』
に
「
長

五
尺
三
寸
」（
１
６
０
６
／
㍉
）
と
す
る
。
不
定
形
な
自
然
石
を
利
用
し
て
い
る
た
め
誤

差
の
範
囲
内
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
幅
を
献
上
正
本
、
無
窮
会
本
、『
秩
父
志
』
に
「
幅

三
尺
五
寸
」（
１
０
６
０
／
㍉
）
と
す
る
が
、
副
本
に
「
幅
三
尺
五
分
」（
９
２
４
／
㍉
）

、

と
あ
る
の
は
「
寸
」
の
誤
写
で
、
活
字
本
に
「
三
尺
五
寸
分
」
と
あ
る
の
は
衍
字
で
あ

、

『風土記稿』活字版（1884年）旧碑図録『風土記稿』無窮会写本



- 9/17 -

ろ
う
。
図
録
碑
面
に
私
に
方
眼
の
マ
ス
目
を
当
て
て
み
る
と
、
行
数
は
Ａ
～
Ｆ
の

６
行
で
、
文
字
数
は
最
大
値
で
縦

文
字
で
一
見
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
活
字
本

14

と
副
本
は
文
字
間
隔
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
均
一
で
は
な
い
。
旧
碑
そ
の
も
の
に
書

『風土記稿』浄書副写本『秩父志』五「八幡庄」
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丹
さ
れ
た
時
は
、
行
間
・
字
間
は
き
わ
め
て
均
等
に
配
字
さ
れ
て
お
り
、
予
め
碑
面
を

精
緻
に
計
算
し
て
、
行
間
と
文
字
間
に
罫
線
を
入
れ
な
ど
し
て
書
き
、
刻
字
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
忠
実
に
図
録
を
し
た
の
が
献
上
正
本
で
、
無
窮
会

本
は
近
い
。
た
だ
し
、
二
首
の
和
歌
の
区
切
り
で
あ
る
「
○
」
印
と
「
右
一
首
」
を
欠

い
た
の
は
『
風
土
記
稿
』
活
字
本
の
限
り
で
な
く
、
上
述
し
た
と
お
り
、
改
行
せ
ず
に

連
続
し
て
二
首
の
和
歌
が
あ
る
の
に
「
右
一
首
」
と
あ
る
こ
と
に
不
審
を
持
っ
た
か
ら

の
措
置
で
あ
ろ
う
。『
秩
父
志
』
は
、
著
者
大
野
満
穂
は
秩
父
郡
在
住
の
人
で
あ
っ
た
が
、

歌
碑
そ
の
も
の
を
実
見
し
た
の
で
は
な
く
、『
武
蔵
野
話
』

＊
⑱

に
「
此
大
棚
邊
は
萬
葉
集
に

秩
父
大
伴
邊
少
歳
の
詠
歌
二
首
載
た
り
、
秩
父
の
人
な
れ
ば
大
棚
邊
は
大
伴
邊
の
誤
な

ら
ん
」
と
あ
る
記
述
を
要
約
し
た
も
の
で
「
秩
父
大
伴
辺
ノ
少
年
ノ
詠
歌
二
首
ヲ
載
タ
リ
」
と
二
首
と
も
に
「
大
伴
部
小
歳
」
作
と
す
る
。
同
じ
よ
う
に
、
時
代
は
下
る

マ
マ

が
「
明
治
八
年
の
調
査
に
拠
る
」『
武
藏
國
郡
村
誌
』
は
、
「
武
藏
国
秩
父
郡
村
誌
」「
古
跡

古
城
墟
」
に
「
古
碑
あ
り
て
二
首
の
和
歌
助
丁
及
秩
父
郡
大
伴
部
少
歳
と
彫

、

マ
マ

す
老
樹
欝
葱
風
景
絶
佳
な
り
」
と
記
し
、

＊
⑲

二
首
の
和
歌
の
作
者
を
助
丁
と
小
歳
の
そ
れ
ぞ
れ
と
誤
認
し
て
い
る
。

四
、
新
碑
改
修
釈
文
プ
レ
ー
ト

石
碑
は
恒
久
的
に
後
世
に
残
す
意
識
か
ら
う
ま
れ
た
、
い
わ
ば
記
念
的
な
文
化
遺
産
と
な
り
う
る
。
青
葉
伊
左
吉
『
吉
田
歌
碑
』
は
、

秩
父
に
二
つ
の
尊
き
事
実
が
の
こ
さ
れ
た
。
東
に
和
銅
の
献
納
、
西
に
防
人
歌
の
詠
進
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
物
的
で
あ
り
後
者
は
全
く
無
形
の
文
化
で
あ
る
。
（
中

略
）
秩
父
の
昔
、
千
余
年
前
の
秩
父
文
化
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
、
唯
一
無
二
の
も
の
、
防
人
の
詠
進
少
歳
の
歌
以
外
に
は
何
物
も
な
い
。

と
旧
「
歌
碑
の
保
護
顕
彰
に
力
」
め
た
。
そ
の
歴
史
意
識
と
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
、
新
碑
は
完
成
に
い
た
っ
て
い
る
。
以
下
は
、
新
碑
再
建
と
時
を
同
じ
く
し
て
で
き

た
釈
文
プ
レ
ー
ト
を
作
り
な
お
す
に
あ
た
っ
て
、
最
低
限
の
修
正
に
努
め
た
結
果
で
あ
る
。

１
．
「
前
碑
に
模
し
て
再
建
し
た
」
こ
と
を
尊
重
し
、
新
碑
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
原
字
が
、
旧
碑
と
相
違
し
て
い
る
と
確
証
で
き
て
も
改
め
な
い
（
Ｂ

「
思
」
は
旧

13

「
之
」、
Ｄ

「
利
」
は
旧
「
禮
」
）。

14

２
．
「
前
碑
に
模
し
て
再
建
し
た
」
こ
と
を
尊
重
し
、
万
葉
伝
本
と
相
違
す
る
碑
独
自
の
文
字
に
注
記
な
ど
施
さ
な
い
（
Ａ

「
志
」
、
Ｅ
２
「
麻
」
、
Ｆ

「
少
」
）。

11

12
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３
．
改
修
前
プ
レ
ー
ト
、
Ｄ

「
利
」
と
あ
っ
た
箇
所
は
、
明
ら
か
に
施
訓
に
誤
り
が
あ
る
の
で
、
そ
の
直
後
に
傍
訓
を
生
か
し
て
「
（
禮
）
」
を
加
え
、
最
下
段
に

れ

※

れ

14

「
※
旧
碑
で
は
、「
禮
」
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
平
安
時
代
の
古
写
本
に
見
ら
れ
る
「
利
」
に
変
更
し
て
い
ま
す
。」
と
注
記
す
る
。

４
．
原
文
の
傍
訓
、
下
段
読
み
下
し
文
の
訓
読
を
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
っ
て
統
一
す
る
。

５
．
改
修
前
プ
レ
ー
ト
は
新
碑
の
書
丹
者
と
同
一
の
た
め
、
旧
碑
の
書
体
を
模
し
て
い
る
が
、
新
プ
レ
ー
ト
は
こ
の
点
が
損
な
わ
れ
た
。

以
上
、
１
～
５
に
つ
い
て
詳
述
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
石
碑
の
刻
字
を
修
正
す
る
こ
と
は
不

可
能
に
近
い
。
従
っ
て
、
文
学
碑
を
は
じ
め
碑
文
を
造
立

す
る
際
は
、
よ
く
よ
く
の
注
意
を
払
っ
て
行
う
べ
き
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
旧
碑
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
剥

落
し
て
い
た
Ｂ

は
、
新
碑
に
「
思
」
と
し
『
万
葉
集
』

13

の
諸
伝
本
と
同
じ
で
あ
る
。『
風
土
記
稿
』
と
『
萬
葉
の
碑
』

の
拓
本
翻
字
が
と
も
に
「
之
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
来
旧
碑
が
「
之
」
字
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

改
修
プ
レ
ー
ト
に
手
を
加
え
、
注
記
な
ど
も
し
な
い
。
新

碑
再
建
の
お
り
は
剥
落
し
て
い
た
の
で
や
む
な
く
、『
万
葉

集
』
の
伝
本
に
よ
っ
て
「
思
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
旧

碑
再
建
前
の
初
代
碑
で
は
『
寛
永
本
』
な
ど
万
葉
集
の
伝

本
か
ら
「
思
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
は
い
え
る
。

石
碑
の
下
部
に
あ
た
る
た
め
「
徃
昔
ノ
碑
」
の
「
崩
レ
タ
」
部
分
だ
と
す
れ
ば
、
Ｂ

以
下
の
「
シ
」
三
カ
所
が
「
之
」
と
す
る
こ
と
か
ら
の
措
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ

13

し
、
後
ろ
の
Ｃ
５
「
於
保
伎
美
乃
」
か
ら
始
ま
る
大
伴
部
小
歳
の
歌
は
、
そ
の
表
記
が
部
領
防
人
使
安
曇
宿
祢
三
國
の
個
人
的
な
表
記
意
識
を
反
映
し
て
い
て
、
前
の
東
歌

「
武
蔵
祢
能
」
の
仮
名
表
記
と
は
直
接
に
は
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

次
に
、
旧
碑
以
来
、
書
体
の
違
い
を
除
い
て
も
、
す
で
に
碑
文
独
自
の
原
字
を
有
し
て
い
た
仮
名
表
記
が
あ
る
。
新
・
旧
碑
Ａ

「
志
」、
Ｅ
２
「
麻
」
は
、『
万
葉
集
』

11

の
伝
本
が
そ
れ
ぞ
れ
Ａ

「
思
」
、
Ｅ
２
「
末
」
と
す
る
が
、
碑
文
固
有
の
文
字
で
「
志
」「
麻
」
と
す
る
。
こ
の
点
も
上
述
の
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
「
思
」
の

11

新碑（改修後）釈文プレート2007年１月
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「
心
」
、「
麻
」
は
直
前
に
「
麻
古
」
と
あ
る
こ
と
や
「
末
」
の
「
林
」
部
分
か
ら
の
刻
字
で
版
本
な
ど
を
参
照
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
Ｆ

「
少
」
は
、
元

、

13

暦
校
本
・
西
本
願
寺
本
な
ど
に
よ
っ
て
「
小
歳
」
と
す
る
の
が
現
行
諸
本
で
あ
る
が
、「
前
碑
に
模
し
」「
少
歳
」
と
す
る
。

、

ま
た
、
旧
碑
剥
落
箇
所
の
Ｄ

は
、
『
風
土
記
稿
』
が
「
禮
」
と
す
る
な
ど
、
剥
落
前
の
旧
碑
が
「
禮
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
。
新
碑
、
刻
字
に
「
利
」
と

14

し
、
改
修
前
プ
レ
ー
ト
に
「
利
」
と
附
訓
し
た
の
は
、
『
風
土
記
稿
』
な
ど
に
も
平
仮
名
表
記
で
「
ま
こ
か
て
は
な
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
い
間
「
手
離
れ
」
と
旧
訓
に

、
、
、

れ

よ
っ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
の
諸
本
が
、
古
写
本
に
よ
っ
て
訛
音
「
手
離
り
」
を
採
用
し
「
利
」
仮
名
で
あ
っ
た
た
め
、
剥
落
箇
所
を
こ
れ
に
従
っ

り

て
「
利
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
碑
文
を
見
て
い
な
い
『
秩
父
志
』
が
、
万
葉
集
の
伝
本
な
ど
か
ら
「
禮
」
の
新
字
体
で
あ
る
「
礼
」
を
採
用
し
、
鼇
頭

れ

に
「
按
ニ
、
大
君
ノ
命
畏
ミ
慈
キ
吾
子
カ
手
離
レ
嶌
傳
ヒ
行
ク
」
と
読
み
下
し
て
い
る
の
も
旧
訓
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

、
、

、

旧
碑
は
書
丹
者
の
筆
致
を
残
す
、
力
強
い
薬
研
彫
り
で
、
諸
伝
本
に
見
ら
れ
な
い
Ｂ
４
・
Ｃ
８
「
美
」
、
Ｃ
２
「
流
」
、
Ｄ

「
氐
」
、
Ｆ

「
歳
」
な
ど
の
固
有
の
書
体

11

13

を
伝
え
て
い
る
。
新
碑
と
改
修
前
釈
文
プ
レ
ー
ト
は
、
旧
碑
の
書
体
を
引
き
継
ぐ
青
葉
佐
一
氏
に
よ
る
書
丹
で
あ
る
が
、
刻
字
は
機
械
化
に
よ
る
丸
底
彫
り
に
近
い
。
残
念

な
が
ら
、
改
修
前
プ
レ
ー
ト
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改
修
プ
レ
ー
ト
は
毛
筆
体
で
は
あ
る
が
、
電
子
媒
体
に
よ
る
文
字
フ
ォ
ン
ト
と
な
る
。

旧
拓
Ｃ
２

新
碑
Ｃ
８

旧
拓
Ｄ
５

新
碑
Ｄ

新
碑
Ｆ

寛
永
本
Ｃ
２

寛
永
本
Ｃ
８

寛
永
本
Ｄ
５

寛
永
本
Ｄ

寛
永
本
Ｆ

11

13

11

13

初
代
碑
や
旧
碑
の
原
文
が
、
い
ず
れ
の
伝
本
、
あ
る
い
は
系
統
本
の
本
文
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
独
自
の
本
文
を
形
成
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
か
が
、
興
味
を
惹
く

と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
首
の
万
葉
歌
を
伝
え
る
諸
伝
本
に
は
、
元
暦
本
を
は
じ
め
、
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
・
紀
州
本
（
神
田
本
）
・
西
本
願
寺
本
・
神
宮
文
庫
本
・
大
矢
本
・

温
古
堂
本
・
京
都
大
学
本
・
細
井
本
・
活
字
無
訓
本
・
活
字
附
訓
本
・
寛
永
本
な
ど
十
二
種
ほ
ど
存
在
す
る
。
が
、
如
上
の
伝
本
の
う
ち
、「
麻
古
我
弖
波
奈
禮
」
と
す
る

、

伝
本
は
細
井
本
以
降
、
特
に
江
戸
期
の
木
版
本
に
限
ら
れ
る
。
可
能
性
の
高
い
も
の
は
、
寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
十
二
月
、
木
活
字
附
訓
本
の
整
版
本
と
し
て
印
刷
刊

行
さ
れ
た
『
萬
葉
和
歌
集
』
い
わ
ゆ
る
『
寛
永
（
版
）
本
』
で
あ
る
。
旧
碑
再
建
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
を
遡
る
こ
と
一
六
〇
余
年
前
の
成
立
と
な
り
、
明
治
・
大
正

を
経
て
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
『
国
歌
大
観
』
や
『
校
本
萬
葉
集
』
や
『
萬
葉
集
大
成
』
や
な
ど
万
葉
集
研
究
史
上
最
も
貴
重
な
諸
書
の
底
本
と
し
て
、
三
〇
〇
余
年
も
の
長

き
亘
っ
て
流
布
し
た
万
葉
集
の
木
版
本
で
あ
る
。
「
徃
昔
ノ
碑
」
が
建
っ
た
の
も
版
本
刊
行
間
も
な
い
こ
ろ
と
推
測
す
れ
ば
、
一
六
〇
余
年
後
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年

「
萬
葉
石
灯
籠
」
と
同
じ
こ
ろ
と
仮
定
し
て
も
一
〇
〇
余
年
は
経
過
し
て
「
崩
レ
タ
」
こ
と
に
な
る
。
そ
の
初
代
の
「
古
碑
ノ
マ
ゝ
ヲ
模
シ
」
た
二
代
目
旧
碑
も
、
一
九
〇

年
後
の
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
「
崩
れ
激
し
き
た
め
」
、
三
代
目
に
あ
た
る
新
碑
を
再
建
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
代
に
亘
る
歌
碑
は
『
寛
永
本
』
を
基
底
と
す
る
も
の
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の
、
繰
り
返
さ
れ
た
再
建
に
よ
っ
て
碑
独
自
の
書
体
と
表
記
に
よ
る
本
文
を
形
成
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
穏
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

五
、
「
妹
と
背
の
唱
和
」
仮
想

碑
刻
さ
れ
た
二
首
は
、
い
ず
れ
も
一
字
一
音
節
表
記
で
、
し
か
も
東
国
の
歌
で
あ
る
と
い
う
点
は
共
通
す
る
が
、
出
所
は
全
く
異
な
る
。
こ
と
に
「
武
蔵
嶺
の
歌
を
前
に

し
た
の
は
な
ぜ
か
と
な
る
と
解
釈
の
で
き
か
ね
る
点
も
あ
る
」（
『
吉
田
歌
碑
』）
と
、
疑
念
を
生
む
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

初
め
の
一
首
「
武
蔵
嶺
」
の
歌
は
、
巻
第
十
四
「
東
歌
」
の
国
土
判
明
歌
群
「
相
模
国
の
歌
」
相
聞
十
二
首
中
の
一
首
、

＊
⑳

相
模
祢
乃

乎
美
祢
見
可
久
思

和
須
礼
久
流

伊
毛
我
名
欲
妣
弖

吾
乎
祢
之
奈
久
奈

⑭
三
三
六
二

（
相
模
嶺
の

小
峰
見
隠
し

忘
れ
来
る

妹
が
名
呼
び
て

吾
を
音
し
泣
く
な
）

さ
が
む

ね

を

み
ね

ね

で
、「
相
模
嶺
の
峰
を
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
忘
れ
て
来
た
妹
の
名
を
呼
ん
で
、
私
に
声
を
あ
げ
て
泣
か
せ
る
な
」
と
い
う
男
の
立
場
の
歌
に
「
或

本
の
歌
に
曰
く
」
と
し
て
添

あ
る
ほ
ん

い
は

え
ら
れ
た
全
形
異
伝
歌
、

武
蔵
祢
能

乎
美
祢
見
可
久<

思>

和
須
礼
遊
久

伎
美
我
名
可
氣
弖

安
乎
祢<

思>

奈
久
流

久<

思>

―
新
・
旧
碑
久
志
（
⑭
新
三
三
七
九
）

（
武
蔵
嶺
の

小
峰
見
隠
し

忘
れ
行
く

君
が
名
懸
け
て

吾
を
音
し
泣
く
る
）

祢<

思>

―
旧
碑
禰
之
、
新
碑
禰
思

む

ざ

し

ね

を

み
ね

か

ね

で
、「
武
蔵
嶺
の
峰
を
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
忘
れ
て
ゆ
く
あ
な
た
の
名
前
を
口
に
し
て
、
私
に
声
を
あ
げ
て
泣
か
せ
る
よ
」
の
意
で
、
女
の
立
場
の
歌
で
あ
る
。「
旅
行
く
夫
の

嘆
き
を
述
べ
る
前
歌
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
馴
れ
親
し
ん
だ
山
を
越
え
て
旅
立
っ
て
行
っ
た
夫
を
偲
ぶ
妻
の
歌
」（
伊
藤
『
釋
注
』
七
）
な
の
で
あ
る
。
無
論
、「
同
集
に
載

す
る
よ
み
人
し
れ
ぬ
國
歌
」
（
『
風
土
記
稿
』
）、
で
、
い
わ
ば
未
勘
国
に
属
す
る
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
。
相
模
国
の
あ
と
に
続
く
勘
国
歌
「
武
蔵
国
歌
九
首
」（
三
三
七
三
～

三
三
八
一
」
の
相
聞
歌
の
中
に
は
、
女
の
立
場
か
ら
の
詠
作
は
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
こ
の
類
歌
も
な
い
。
し
か
し
、
「
武
蔵
嶺
」
の
歌
が
、
武
蔵
国
で
、
か
つ
秩
父
を
想
起

、

さ
せ
る
歌
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
武
蔵
嶺
」
が
必
ず
し
も
「
秩
父
の
山
」
を
指
し
示
す
と
は
限
ら
な
い
が
、
夙
に
、
平
安
時
代
の
『
更
級
日
記
』
に
、

子
し
の
び
を

聞
く
に
つ
け
て
も

と
ど
め
お
き
し

ち
ち
ぶ
の
山
の

つ
ら
き
あ
づ
ま
路

と
あ
る
よ
う
に
、
父
孝
標
の
任
地
で
あ
る
遠
国
常
陸
国
に
下
る

＊
㉑

経
過
地
点
か
ら
は
遥
か
に
遠
く
外
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、「
ち
ち
ぶ
の
山
」
を
詠
み
込
ん
だ
の
は
、「
秩
父

の
山
」
が
す
で
に
東
路
の
武
蔵
国(

宝
亀
二
（
七
七
一
）
年
東
海
道
に
編
入)

に
あ
る
山
の
難
所
と
し
て
歌
枕
化
し
て
い
て
、
そ
の
上
で
父
と
を
懸
け
た
歌
で
あ
っ
た
。
初
代

、

碑
を
建
て
た
と
同
じ
江
戸
期
の
古
注
釈
書
に
、
こ
の
東
歌
の
「
武
蔵
嶺
」
の
語
釈
を
「
こ
は
秩
父
郡
に
高
嶺
有
を
い
ふ
べ
し
」（
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』
）
と
か
、「
秩
父
山

を
い
ふ
な
る
べ
し
」（
鹿
持
雅
澄
『
古
義
』）
と
い
い
、
現
代
で
も
「
一
説
に
埼
玉
県
秩
父
市
南
方
の
武
甲
山
に
擬
す
る
」（
『
新
編
全
集
』
小
学
館
）
と
す
る
の
を
み
て
も
明
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ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
碑
刻
さ
れ
た
前
歌
は
、
武
蔵
国
の
秩
父
地
方
の
山
を
想
起
す
る
に
十
分
な
、
旅
に
出
た
男
の
留
守
を
守
る
妻
の
歌
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
あ
と
に
続
く
一
首
は
、
巻
第
二
十
の
四
三
二
一
番
歌
の
題
詞
に
「
天
平
勝
寳
七
歳
乙
未
二
月
相
替
遣
筑
紫
諸
國
防
人
等
歌
」
と
あ
り
、
七
五
五
年
に
差
遣
さ
れ
た

諸
国
の
防
人
ら
の
、
武
蔵
国
防
人
歌
の
十
二
首
中
の
❷
番
目
に
収
載
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。

❶

麻
久
良
多
之

己
志
尓
等
里
波
伎

麻
可
奈
之
伎

西
呂
我
馬
伎
己
無

都
久
乃
之
良
奈
久

女

⑳
四
四
一
三

マ

ク

ラ

タ

シ

コ

シ

ニ

ト

リ

ハ

キ

マ

カ

ナ

シ

キ

セ

ロ

ガ

マ

キ

コ

ム

ツ

ク

ノ

シ

ラ

ナ

ク

右
一
首
上
丁
那
珂
郡
檜
前
舎
人
石
前
之
妻
大
伴
部
真
足
女

❷

於
保
伎
美
乃

美
己
等
可
之
古
美

宇
都
久
之
氣

麻
古
我
弖
波
奈
利

之<

末>

豆
多
比
由
久

男

⑳
四
四
一
四

<

末>

―
新
・
旧
碑
麻

オ

ホ

キ

ミ

ノ

ミ

コ

ト

カ

シ

コ

ミ

ウ

ツ

ク

シ

ケ

マ

コ

ガ

テ

ハ

ナ

リ

シ

マ

ヅ

タ

ヒ

ユ

ク

右
一
首
助
丁
秩
父
郡
大
伴
部
小
歳

❸

志
良
多
麻
乎

弖
尓
刀
里
母
之
弖

美
流
乃
須
母

伊
弊
奈
流
伊
母
乎

麻
多
美
弖
毛
母
也

夫

⑳
四
四
一
五

シ

ラ

タ

マ

ヲ

テ

ニ

ト

リ

モ

シ

テ

ミ

ル

ノ

ス

モ

イ

ヘ

ナ

ル

イ

モ

ヲ

マ

タ

ミ

テ

モ

モ

ヤ

右
一
首
主
帳
荏
原
郡
物
部
歳
徳

❹

久
佐
麻
久
良

多
比
由
苦
世
奈
我

麻
流
祢
世
婆

伊
波
奈
流
和
礼
波

比
毛
等
加
受
祢
牟

妻

⑳
四
四
一
六

ク

サ

マ

ク

ラ

タ

ビ

ユ

ク

セ

ナ

ガ

マ

ル

ネ

セ

バ

イ

ハ

ナ

ル

ワ

レ

ハ

ヒ

モ

ト

カ

ズ

ネ

ム

右
一
首
妻
椋
椅
部
刀
自
賣

❺

阿
加
胡
麻
乎

夜
麻
努
尓
波
賀
志

刀
里
加
尓
弖

多
麻
能
余
許
夜
麻

加
志
由
加
也
良
牟

女

⑳
四
四
一
七

ア

カ

ゴ

マ

ヲ

ヤ

マ

ノ

ニ

ハ

ガ

シ

ト

リ

カ

ニ

テ

タ

マ

ノ

ヨ

コ

ヤ

マ

カ

シ

ユ

カ

ヤ

ラ

ム

右
一
首
豊
嶋
郡
上
丁
椋
椅
部
荒
蟲
之
妻
宇
遅
部
黒
女

❻

和
我
可
度
乃

可
多
夜
麻
都
婆
伎

麻
己
等
奈
礼

和
我
弖
布
礼
奈
々

都
知
尓
於
知
母
加
毛

男

⑳
四
四
一
八

ワ

ガ

カ

ド

ノ

カ

タ

ヤ

マ

ツ

バ

キ

マ

コ

ト

ナ

レ

ワ

ガ

テ

フ

レ

ナ

ナ

ツ

チ

ニ

オ

チ

モ

カ

モ

右
一
首
荏
原
郡
上
丁
物
部
廣
足

❼

伊
波
呂
尓
波

安
之
布
多
氣
騰
母

須
美
与
氣
乎

都
久
之
尓
伊
多
里
弖

古
布
志
氣
毛
波
母

夫

⑳
四
四
一
九

イ

ハ

ロ

ニ

ハ

ア

シ

フ

タ

ケ

ド

モ

ス

ミ

ヨ

ケ

ヲ

ツ

ク

シ

ニ

イ

タ

リ

テ

コ

フ

シ

ケ

モ

ハ

モ

右
一
首
橘
樹
郡
上
丁
物
部
真
根

❽

久
佐
麻
久
良

多
妣
乃
麻
流
祢
乃

比
毛
多
要
婆

安
我
弖
等
都
氣
呂

許
礼
乃
波
流
母
志

妻

⑳
四
四
二
〇

ク

サ

マ

ク

ラ

タ

ビ

ノ

マ

ル

ネ

ノ

ヒ

モ

タ

エ

バ

ア

ガ

テ

ト

ツ

ケ

ロ

コ

レ

ノ

ハ

ル

モ

シ

右
一
首
妻
椋
椅
部
弟
女

❾

和
我
由
伎
乃

伊
伎
都
久
之
可
婆

安
之
我
良
乃

美
祢
波
保
久
毛
乎

美
等
登
志
努
波
祢

夫

⑳
四
四
二
一

ワ

ガ

ユ

キ

ノ

イ

キ

ヅ

ク

シ

カ

バ

ア

シ

ガ

ラ

ノ

ミ

ネ

ハ

ホ

ク

モ

ヲ

ミ

ト

ト

シ

ノ

ハ

ネ

右
一
首
都
筑
郡
上
丁
服
部
於
由

❿

和
我
世
奈
乎

都
久
之
倍
夜
里
弖

宇
都
久
之
美

於
妣
波
等
可
奈
々

阿
也
尓
加
母
祢
毛

妻

⑳
四
四
二
二

ワ

ガ

セ

ナ

ヲ

ツ

ク

シ

ヘ

ヤ

リ

テ

ウ

ツ

ク

シ

ミ

オ

ビ

ハ

ト

カ

ナ

ナ

ア

ヤ

ニ

カ

モ

ネ

モ
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右
一
首
妻
服
部
呰
女

⓫

安
之
我
良
乃

美
佐
可
尓
多
志
弖

蘇
埿
布
良
波

伊
波
奈
流
伊
毛
波

佐
夜
尓
美
毛
可
母

夫

⑳
四
四
二
三

ア

シ

ガ

ラ

ノ

ミ

サ

カ

ニ

タ

シ

テ

ソ

デ

フ

ラ

バ

イ

ハ

ナ

ル

イ

モ

ハ

サ

ヤ

ニ

ミ

モ

カ

モ

右
一
首
埼
玉
郡
上
丁
藤
原
部
等
母
麿

⓬

伊
呂
夫
可
久

世
奈
我
許
呂
母
波

曽
米
麻
之
乎

美
佐
可
多
婆
良
婆

麻
佐
夜
可
尓
美
無

妻

⑳
四
四
二
四

イ

ロ

ブ

カ

ク

セ

ナ

ガ

コ

ロ

モ

ハ

ソ

メ

マ

シ

ヲ

ミ

サ

カ

タ

バ

ラ

バ

マ

サ

ヤ

カ

ニ

ミ

ム

右
一
首
妻
物
部
刀
自
賣

二
月
廿
九
日
武
蔵
國
部
領
防
人
使
掾
正
六
位
上
安
曇
宿
祢
三
國
進
歌
數
廿
首

但
拙
劣
歌
者
不
取
載
之

❷
の
「
大
君
の

命

畏

み

愛

し
け
真
子
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く
」
の
作
者
が
、
国
造
丁
の
補
佐
で
あ
る
「
助
丁
」

＊
㉒

で
「
秩
父
郡
」
出
身
の
「
大
伴
部
小
歳
」
で
あ
る

み
こ
と
か
し
こ

う
つ
く

ま

こ

づ
た

こ
と
を
直
後
の
左
注
「
右
一
首
」
で
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
⓬
の
四
四
二
四
左
注
に
、
武
蔵
国
か
ら
出
た
防
人
ら
の
短
歌
は
、
安
曇
宿
祢
三
國
に
よ
っ
て
本
来
二
十
首
進

上
さ
れ
た
が
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
に
よ
っ
て
拙
劣
な
歌
（
八
首
）
を
収
載
し
な
か
っ
た
旨
を
記
す
。
従
っ
て
、
歌
碑
造
立
の
目
的
と
ね
ら
い
が
「
秩
父
」
と
こ
の
地

か
ら
出
た
防
人
の
「
大
伴
部
小
歳
」
と
い
う
人
物
、
更
に
、
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
小
歳
の
歌
が
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
年
を
経
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
記
念
的
な
郷
土
意

識
の
誇
り
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
防
人
を
差
遣
し
た
東
国
十
ヶ
国
の
防
人
歌
全
八
四
首
う
ち
、
武
蔵
国
の
防
人
歌
の
特
色
は
、
「
妻
」
の
歌
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
載
録
さ
れ
た
十
二
首

の
半
数
、
❶
❹
❺
❽
❿
⓬
の
六
首
に
及
ぶ
。
し
か
も
、
う
ち
四
首
は
夫
と
の
掛
け
合
い
唱
和
に
お
い
て
で
あ
り
、
❸
❹
、
❼
❽
、
❾
❿
、
⓫
⓬
と
が
組
を
な
し
、
い
ず
れ
も

せ

夫
か
ら
の
贈
歌
に
対
し
て
、
妻
が
答
歌
を
な
す
と
い
う
形
式
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
武
蔵
国
防
人
歌
の
配
列
全
体
を
看
取
す
る
と
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
原
則
、

国
造
丁
（
国
造
）
─
助
丁
―
主
帳
丁
（
帳
丁
・
主
帳
）
―
（
火
帳
）
―
上
丁
（
防
人
）
の
身
分
順
の
配
列
ど
こ
ろ
か
、
❶
「
右
一
首
上
丁
那
珂
郡
檜
前
舎
人
石
前
之
妻
大
伴

部
真
足
女
」
と
原
資
料
を
保
持
し
た
ま
ま
「
肩
書
」
＋
「
郡
」
の
型
で
防
人
の
「
妻
」
を
冒
頭
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
総
国
の
場
合
の
よ
う
に
、
冒
頭
が
「
国

造
丁
日
下
部
使
主
三
中
之
父
」
で
、
次
が
子
「
国
造
丁
日
下
部
使
主
三
中
」
、
続
く
配
列
が
「
助
丁
」
「
帳
丁
」
「
上
丁
」
と
身
分
を
示
す
肩
書
き
順
で
あ
る
の
と
は
対
照
的

で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
「
妻
」
の
歌
が
冒
頭
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
単
に
夫
「
上
丁
那
珂
郡
檜
前
舎
人
石
前
」
の
歌
が
「
拙
劣
」
で
あ
っ
た
た
め
だ
け
で
は

無
く
、
次
に
配
列
し
た
男
で
あ
る
「
助
丁
秩
父
郡
大
伴
部
小
歳
」
と
「
肩
書
」
＋
「
郡
」
の
型
で
、
女
・
男
の
唱
和
を
意
識
し
た
配
列
を
試
み
よ
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
同
様
に
、
出
身
郡
も
違
い
、
も
ち
ろ
ん
夫
婦
の
関
係
な
ど
も
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
今
度
は
原
資
料
「
郡
」
＋
「
肩
書
」
の
型
で
、
❺
歌
の
「
山
」
と
❻
歌

、

の
「
山
」
の
対
を
組
み
、
や
は
り
女
・
男
の
唱
和
を
大
伴
家
持
が
意
識
的
に
配
列
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
家
持
は
防
人
歌
全
八
四
首
中
に
詠
作
五

群
二
〇
首
を
介
在
さ
せ
た
が
、
最
後
の
一
群
「
防
人
の
悲
別
の
情
を
陳
べ
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り

」（
⑳
四
四
〇
八
～
四
四
一
二
）
四
首
を
作
っ
て
、
父
母
や
妻
子
と
の
悲



＊
①

№
３
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
下
総
国
「
葛
飾
早
稲
の
歌
碑
」
は
、
谷

馨
『
萬
葉
東
國
紀
行
』
（
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
四
月
、
桜
楓
社
）
、
長
島
喜
平
『
関
東
の
万
葉
歌
碑
』（
平
成

四
（
一
九
九
二
）
年
一
月
、
新
人
物
往
来
社
）
に
見
え
る
が
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

№

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
武
蔵
国
「
尾
埼
沼
歌
碑
」
は
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
尾
ヶ
﨑
新
田
、
真
々
田
氏
邸
宅
内
に
近
年
ま
で
存
在
し
た
と
い
う
（
前
掲
『
関
東
の
万
葉
歌
碑
』）
が
、

11
二
〇
〇
九
年
現
在
、
都
市
整
備
公
団
の
再
開
発
に
よ
る
更
地
と
な
っ
て
お
り
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

№

安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
陸
奥
国
「
黄
金
花
咲
の
歌
碑
」
白
石
市
福
岡
長
袋
、
長
袋
明
神
社
は
未
踏
査
で
あ
る
。

13

＊
②

秩
父
市
・
秩
父
市
教
育
委
員
会
・
秩
父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
、
共
催
。

＊
③

監
修
・
解
説
日
吉
盛
幸
、
Ａ
２
版
フ
ル
カ
ラ
ー
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
三
月
、
秩
父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
発
行
、
全
国
書
誌
番
号
：2

1
0
6
8
0
0
7

、
書
誌I

D

：0
0
0
0
0
8
2
3
2
5
0
4

。

＊
④

宮
澤
康
造
・
本
城

靖
『
全
国
文
学
碑
総
覧
』
一
九
九
五
年
五
月
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ(

株)

。

＊
⑤

旧
秩
父
郡
吉
田
町
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
一
日
秩
父
市
と
合
併
。

＊
⑥

「
埼
玉
新
聞
」
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
五
月
二
五
日
、
朝
刊
。「
東
京
新
聞
」
埼
玉
版
、
平
成
十
八
年
五
月
二
九
日
、
朝
刊
。

＊
⑦

青
葉
伊
左
吉
『
吉
田
歌
碑
』
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
七
月
、
孔
版
刷
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
月
、（
旧
）
吉
田
町
教
育
委
員
会
再
発
行
。

＊
⑧

『
延
喜
式
』
神
名
上
「
秩
父
郡
二
座
並
小

秩
父
神
社

椋
神
社
」
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
三
（
八
七
一
）
年
十
一
月
十
日
条
「
授
武
蔵
国
…
…
従
五
位
下
椋
神
従
五
位
上
」
と
あ
る
。

＊
⑨

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
八
月
一
日

上
吉
田
村
と
合
併
し
（
旧
）
吉
田
町
を
新
設
す
る
。
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別
の
情
を
汲
ん
だ
歌
を
な
し
、
そ
の
直
後
に
、
最
終
防
人
歌
群
で
あ
る
武
蔵
国
防
人
歌
十
二
首
を
相
聞
往
来
を
意
識
し
て
載
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

お
よ
そ
一
七
〇
〇
年
前
後
に
秩
父
吉
田
で
秩
父
郡
出
身
の
大
伴
部
小
歳
の
初
代
歌
碑
を
造
立
し
た
人
物
も
、
少
な
く
と
も
、
集
中
の
武
蔵
国
防
人
歌
群
を
見
た
時
、
❸
❹
、

❼
❽
、
❾
❿
、
⓫
⓬
と
が
組
を
な
し
、
い
ず
れ
も
夫
か
ら
の
贈
歌
に
対
し
て
、
妻
が
答
歌
を
な
す
と
い
う
唱
和
を
見
過
ご
す
こ
と
な
ど
、
決
し
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
、
家
持
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
の
女
・
男
の
悲
別
を
意
識
し
た
相
聞
往
来
的
配
列
を
見
る
よ
り
も
、「
秩
父
郡
大
伴
部
小
歳
」
と
組
み
を
な
す
べ
き
、
別
人
の
妻
女
で

は
な
い
「
大
伴
部
小
歳
之
妻
」
の
存
在
を
よ
り
強
く
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
が
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
武
蔵
国
防
人
歌
群
か
ら
秩
父
郡
出
身
「
大
伴
部
小
歳
之
妻
」
の
歌
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
上
述
し
た
と
お
り
秩
父
を
想
起
で
き
る
、
巻
第
十
四
「
東
歌
」
の
相
模
国
の
異
伝
歌
「
武
蔵
嶺
の
」
の
「
旅
立
っ
て
行
っ
た
夫

を
偲
ぶ
」
女
の
立
場
の
詠
作
を
探
し
出
し
、
小
歳
歌
の
前
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
対
の
「
妹
と
背
の
唱
和
」
を
文
学
的
営
為
か
ら
仮
想
し
た
の
で
あ
っ
た
。

附
記
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
青
葉
佐
一
、
近
藤
正
則
、
武
内
優
、
中
野
茂
、
大
橋
雄
高
の
各
氏
の
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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＊
⑩

土
屋
文
明
『
萬
葉
紀
行
』
「
追
補
校
了
後
の
所
見
」
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
、
改
造
社
。
た
だ
し
、
「
即
ち
其
の
趣
は
次
の
如
く
で
あ
る
」
と
し
、
Ｄ

を
除
く
下
部

～

の
七

13

13

14

文
字
の
う
ち
、
Ｂ

を
「
思
」、
Ｄ

を
「
利
」
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
古
写
伝
本
に
よ
る
想
定
で
、
新
碑
と
同
じ
く
当
た
ら
な
い
。

13

14

＊
⑪

本
田
義
憲
・
田
村
泰
秀
『
萬
葉
の
碑
』
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
十
一
月
、
創
元
社
。
な
お
、
掲
載
し
た
歌
碑
写
真
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
裏
表
が
逆
さ
で
あ
る
。
田
村
泰
秀
（
故
人
）
は
同

書
発
行
時
、
日
本
拓
本
研
究
会
文
学
碑
研
究
部
長
と
あ
り
、
拓
本
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
Ｂ

を
伝
本
に
よ
ら
ず
「
之
」
と
旧
碑
ど
お
り
翻
字
し
て
い
る
。

13

＊
⑫

「
八
幡
宮
縁
起
牒
」
青
葉
伊
左
吉
『
吉
田
城
趾
』
に
そ
の
概
要
を
収
載
す
る
。
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
三
月
初
版
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
十
一
月
再
版
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会
。

＊
⑬

昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
、
大
日
本
地
誌
体
系
７
～

と
し
て
、
雄
山
閣
か
ら
全
十
二
巻
で
発
行
（
の
ち
新
訂
増
補
版
に
索
引
一
巻
を
加
え
る
）
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
、
歴
史
図

18

書
出
版
社
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
、
千
秋
社
、
発
行
版
が
あ
る
。

＊
⑭

国
立
公
文
書
館
蔵
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
浄
書
献
上
正
写
本
は
、
句
点
を
施
し
た
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
淆
文
で
あ
る
。

＊
⑮

大
日
本
地
誌
大
系
本

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
十
二
巻
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
五
月
、
雄
山
閣
に
よ
る
。

18

＊
⑯

無
窮
会
図
書
館
蔵
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』「
秩
父
郡
」。
写
本
を
調
査
・
閲
覧
す
る
際
、
岐
阜
女
子
大
学
教
授
近
藤
正
則
氏
に
助
力
を
得
た
。

＊
⑰

『
秩
父
志
』
全
九
巻
、
成
立
年
不
明
。
秩
父
市
立
図
書
館
蔵
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）
。
著
者
、
大
野
満
穂
は
号
を
玄
鶴
・
天
離
子
・
天
生
堂
・
五
雲
庵
と
い
い
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年

生
ま
れ
で
あ
る
。
『
秩
父
志
』
は
『
埼
玉
叢
書
』（
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
二
月
、
埼
玉
縣
史
編
纂
事
務
所
、
三
明
社
発
行
）
に
も
収
載
さ
れ
た
が
、
こ
の
図
録
を
省
略
し
て
い
る
。

＊
⑱

斎
藤
鶴
磯
（
鶴
磯
樵
夫
）『
武
蔵
野
話
』
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
正
月
、
須
原
屋
茂
兵
衛
元
版
、
野
田
市
立
図
書
館
蔵
。

＊
⑲

『
武
藏
國
郡
村
誌
』
第
七
巻
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
六
月
、
武
藏
国
郡
村
誌
刊
行
委
員
会
。

＊
⑳

以
下
、
『
万
葉
集
』
の
原
文
は
、
日
吉
盛
幸
『
万
葉
集
歌
句
漢
字
総
索
引
』
上
・
下
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
、
桜
楓
社
。
『
万
葉
集
漢
文
漢
字
総
索
引
』
一
九
九
四
年
三
月
、
笠
間
書

院
。
両
書
作
成
時
の
校
訂
本
文
に
よ
る
。
脚
注
は
新
旧
歌
碑
と
の
異
同
で
あ
る
。

＊
㉑

小
谷
野
純
一
『
更
級
日
記
全
評
釈
』
五
二
（
菅
原
孝
標
、
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
二
月
八
日
任
常
陸
介
、
七
月
赴
任
）
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
九
月
、
風
間
書
房
。

＊
㉒

「
助
丁
」
は
、
現
在
音
読
し
て
「
ジ
ョ
テ
イ
」（
『
新
全
集
』
）
、「
ジ
ョ
チ
ヤ
ウ
」（
『
新
大
系
』
）、
古
く
訓
読
し
て
「
ス
ケ
ノ
ヲ
ノ
コ
」
「
ス
ケ
ノ
ヨ
ボ
ロ
」
と
訓
ま
れ
た
。
井
上
通
泰
『
新
考
』

に
「
国
造
助
丁
な
り
」
と
し
、
岸
俊
男
「
防
人
考
―
東
國
と
西
國
―
」
（
『
萬
葉
集
大
成
』
特
殊
研
究
篇
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
三
月
、
平
凡
社
）
以
来
、
国
造
丁
（
国
造
）
─
助
丁
―
主

帳
丁
（
帳
丁
・
主
帳
）
―
（
火
帳
）
―
上
丁
（
防
人
）
と
兵
士
の
地
位
で
「
國
造
丁
に
副
ふ
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
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